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また，富士重工業㈱と東京電力㈱で共同開発さ

れた電気自動車の提供協力を受け，バス運行時間

終了後の補完的な通勤手段として，電気自動車を

マイカー通勤者に「通勤利用」させることとした。 

１．ＦＳ事業の実施背景 

北陸地域は，世帯当たりのマイカー保有台数が

全国トップクラスであり，いわゆる「クルマ社会」

の象徴的な地域である。(1位/福井県1.751台,  2
位/富山県 1.725 台,11 位/石川県 1.512 台) １) 

さらに，通勤バスや電気自動車の予約の管理，

マイカー通勤から通勤バスに移行した利用者の利

便性向上のため，最適な運用情報を提供する「Ｚ

ＥＶ通勤支援システム」を構築した。第 1 図に実

証試験の利用ツールを示す。 

このような状況から脱却するため，例えば富山

市においては，全国初の本格的ＬＲＴの導入，市

内コミュニティバス，ＬＲＴ接続フィーダーバス

の導入など，地域に密着した公共交通を導入して

きた。しかしながら，公共交通の利用に不便な地

域は未だ多くあり，郊外型店舗の進出，地価の低

廉な郊外での住宅団地，産業団地の造成もあり，

マイカー利用を前提とした郊外への人口移転が続

いている。 

 

 

 

 

 

 

そこで，平成 19 年 11 月～20 年 1 月にＮＥＤＯ

技術開発機構の「平成 19 年度民生部門等地球温暖

化対策実証モデル評価事業(ＦＳ事業)」として，

富山市内で複数企業が連携し，通勤交通手段をマ

イカーからエネルギー効率の高いＺＥＶ（電気バ

ス・電気自動車）に移行する「通勤交通マネジメ

ントシステム構築の可能性調査／実証試験」を実

施したので概要を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

２．実証試験の概要 
 
 新たな通勤手段としてH17～18年度地域新生コ

ンソーシアム研究開発事業（経済産業省中部経済

産業局委託事業）で開発されたリチウムイオン電

池を動力とする電気バス(路線仕様マイクロバス)
を用いた。この電気バスは，１回の満充電での航

続距離 100km 以上，市街地走行でも 50km 以上走

行することを目標に開発されたものであり，同時

に開発した急速充電装置により，約 30 分で充電を

ほぼ完了することができ，通勤バスとしての運行

の合間に補完充電し，走行可能距離の延伸，複数

便の運行が可能となった。 
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第 1図 実証試験の利用ツール 

 
 



 

  

  
  
  
  
  
  

  
  

  
 

  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 
実証試験は，富山市北部の３企業のマイカー通

勤者を対象として，平成 19 年 11 月～平成 20 年 1
月(冬季)の間に週 2～3 日，朝 1 便・夕 2 便の通勤

バスを運行した。試験実績としては，バス運行／

朝・夕 合計 32 便・800ｋｍ運行・延べ 120 人が利

用し，電気自動車の通勤利用実績は 16 回となった。

第 2 図に実証試験の概要図を示す。 

３．実証試験結果 

実証試験により，マイカー通勤者 22 人（平均通

勤往復距離 16km）が電気バス１台，電気自動車

２台を用いた通勤手段に移行した場合，年間(245
日運行･利用)で，二酸化炭素排出量は約 12 トンの

削減(63％削減)，燃料費用は，117 万円（86％）削

減の効果があることがわかった。 
 
 
 

 

 
第 2図 実証試験の概要 

また利用者へのアンケート調査の結果，「通勤

支援システム」の有効性，補完通勤手段としての

電気自動車の必要性，デマンドルート運行による

マイカーからの移行促進効果が確認された。 

４．おわりに 

今回開発した支援システムの機能は，既存の低

燃費バスとハイブリッド自動車などを組み合わせ

たモデルにも適用可能である。なお，電気自動車

については，平成 21 年度中の発売が自動車メーカ

ーから発表されており，電気バスの実用化開発の 
加速や導入機関に対する支援策の充実が望まれる

ところである。 

参考文献 

1) 財)自動車検査登録情報協会 

   都道府県別の自家用乗用車の普及状況(H20.3 現在) 

 
 

 


